
R05.8 

 

 

①教材庫出入口横のテーブルに準備されている、だるま及び墨汁・パレット・筆・ペン類を活動場所へ運ぶ。 

    

 

②汚れ防止のために、テーブルに新聞紙を１人２枚程度敷く。 

 

③だるまに顔を描いていく。（例：白目⇒眉毛⇒ひげ⇒口） 

 ⇒  ⇒  ⇒  

 

 

 

 

 

 

 



R05.8 

④だるまの顔以外の部分を描いていく。（例：おなかに“福”の文字、横に竹の葉など） 

 ⇒  ⇒  

 

⑤願い事を思いながらだるまの左目を描く。最後に背中に日付や名前を入れると記念になります。 

  

 

⑥絵付け終了後は、使用した用具類及び余っただるまを、教材庫出入口横テーブルに戻す。また、売店に使用した、だるまの数を報告する。 

 

 


